
 

 

 

 

真岡市総合計画 

２０２５－２０２９ 

 

行政評価システム 

基本方針 
 

 

 

 

 

 

令和７年４月 

（令和８年４月一部改訂） 

真岡市総合政策部総合政策課 

 

 



 

 

目  次 

 

１ 行政評価システム導入の目的と位置付け ……………………………… １ 

（１）行政を取り巻く環境  ………………………………………………… １ 

（２）行政評価の概念   …………………………………………………… １ 

（３）真岡市における行政評価システム導入の目的と位置付け  ……… ２ 

① 行政評価システム導入の目的  ……………………………………… ２ 

② 行政評価システムの位置付け  ……………………………………… ３ 

③ 行政評価の基本的な考え方  ………………………………………… ３ 

 

２ 基本方針 …………………………………………………………………… ５ 

（１）事務事業評価に関すること  ………………………………………… ５ 

（２）施策評価に関すること  ……………………………………………… ５ 

（３）政策評価に関すること  ……………………………………………… ５ 

（４）評価結果の公表  ……………………………………………………… ６ 

 

３ 進め方とスケジュール …………………………………………………… ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

 

１ 行政評価システム導入の目的と位置付け 

 

（１）行政を取り巻く環境 

  人口減少の急速な進行、社会環境の変化に伴う住民ニーズの多様化、地方分権の進展

など、地方自治体を取り巻く環境は大きく変化している。 

これらの変化に的確に対応し、限りある財源を生活者の視点に立った成果重視の効果

的・効率的行政運営が求められている。「市民満足経営」、「安定経営」を行うために、民

間経営の基本となるマネジメントサイクルを確立する「行政評価システム」が求められ

ており、それぞれの自治体においても実施されている。 

 

（２）行政評価の概念 

  行政評価とは、生活者起点の効果的・効率的な行政運営に向けて、生活者の視点での

成果目標を設定し、限られた行政資源を有効に活用するためのマネジメント（経営）の

仕組みである。 

すなわち、行政活動について、結果（何をしたか）や成果（問題・課題がどの程度解

決されたか）を、目的妥当性、有効性、効率性、公平性の視点から測定または、予測・

分析し、意思決定や事業内容の改善、見直し等に活用するものである。 

  行政活動は、通常、企画・立案（Plan）、実施（Do）、評価（Check）、改革改善（Action）

というマネジメントサイクルの中で行われるべきであり、行政評価はこのマネジメント

サイクルの中に位置付けられ、活用されるものとなる。 

 

  ■行政活動と行政評価 

  

 

 

 

 

 

 

    必要性、 目的や手段の妥当性        効率性  有効性 

 

 

                

◆結果（アウトプット） 

  人員や財源などを投入（インプット）することによって何をどのように、どの程度 

行ったかであり、行政活動によって生じた財やサービスの量や内容を指す。 

 

 

行政活動 

投入 

（インプット） 

【予算や人員】 

結果 

（アウトプット） 

【事業・活動量】 

成果 

（アウトカム） 

【施策や事業の社会的な影響】 

 企画（Plan） 実施（Do）  評価（Check） 

マネジメントサイクル 

行政評価 

改革改善（Action） 
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◆成果（アウトカム） 

  結果（アウトプット）によって問題・課題がどのように解決されたかであり、施策や 

事業が社会に及ぼす影響や行政目的の達成状況を指す。 

  国においては、平成１４年４月に「行政機関が行う政策の評価に関する法律」が施行 

され、「政策評価に関する標準的ガイドライン」では、国の「政策評価」の対象について 

次のように説明されている。 

 

政 策 

（狭義） 

 特定の行政課題に対応するための基本的な方針の実現を目的とする

行政活動の大きなまとまり。 

施 策 

 上記の「基本的な方針」に基づく具体的な方針の実現を目的とする

行政活動のまとまりであり、「政策（狭義）」を実現するための具体的

な方策や対策ととらえられるもの。 

事務事業 
 上記の「具体的な方策や対策」を具現化するための個々の行政手段

としての事務及び事業であり、行政活動の基礎的な単位となるもの。 

  ※国の「政策評価」における「政策」とは、上記の「政策（狭義）」「施策」「事務事業」 

を包含するものと考えられる。 

 

◆政策・施策・事務事業の構造図 

  

 

政策       政策評価 

            

       

施策         施策評価 

 

                

                      （基本事業評価） 

                

  

                事務事業評価 

 

 

（３）真岡市における行政評価システム導入の目的と位置付け 

  ①行政評価システム導入の目的 

   施策や事務事業の評価を通して、市民サービスの向上や予算、人事等の行財政シス

テムの総合的な運営の実現など行政運営の改善を図ることを目指し、具体的には、次

の４項目を導入の目的とする。 

・市民に対して透明性のある行政運営の実現 

   ・成果を重視した行政運営の実現 

   ・限られた行政資源の効率的な配分 

   ・職員の意識改革と能力開発の推進 

目 的 

手 段 事務事業 

 

（基本事業） 
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総合計画策定・調整システム 

行政評価システム（狭義） 

kyougi 

予算編成・執行管理システム 

 

 

②行政評価システムの位置付け 

   行政評価システムは、基本的には行政改革の一つの柱として捉える必要があるが、

更にその取り組みの上にたって、計画・予算・組織・人事などあらゆる行政システム

の有機的な結合を図る手段であり、政策目標に基づく戦略的な行政運営を行う「新た

な行政システム」を確立するための一つの手法として位置付ける。 

   評価の結果を市民に公表していくが、それぞれの評価の目標と評価結果は、行政内

部や市民とのコミュニケーションツール（共通言語）としての役割が望まれる。 

また、常にシステム自体の見直しや、改善を行い、より良いシステムとなるよう積

極的に取り組んでいかなければならない。 

 

◆行政評価の位置付けと反映先 

 

              

                                    

                                    

                                    

                      

       

                                    

                                             

                                                           

                

 

 

 

中長期財政計画 

 

 

  ③行政評価の基本的な考え方 

   行政評価とは、「行政の仕事（税＋受益者負担金を使う）を評価すること」である。 

   行政の仕事の目的は、利益創出（企業の目的とは異なる）ではなく、「健全な安定し

たまちづくり」である。このために、各自治体は、まちづくりや自治体のビジョンを

明らかにする必要があり、このビジョンを実現する手段が政策、施策・基本事業、事

務事業となる。 

   行政の仕事は、そもそも受益と負担が市場原理だけで結びついているわけではない。

行政の仕事の対象である市民は、「納税者」、「住民自治の主役」、行政サービスの「受

益者」、行政の仕事に対する「利害関係者」など、様々な立場の顔を持っている。 

責任権限 

事 務 量 

政策体系 

コ ス ト 
決算報告 

意見反映 

協働意識 

  
業績評価 

能力評価 

目標管理 

広

報

・

公

聴

・

情

報

公

開 

支出構造 財源構造 

 

 

組織定員管理 

 

人事能力開発 
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◆市民の４つの顔と構造図 

 

                   

 

 

 

                                

                                

 

 

 

納税者、負担者 

 

 

   行政評価の原点はこうした住民の目線に立って「行政の仕事は果して健全なまちづ

くりに結びついたかどうか」に答えるものであり、行政評価は行政の仕事の結果を把

握し、ある結論を導くことが基本となる。 

ただし、評価は、単にある判断基準に基づいて優劣を定めて終わりということでは

なく、その結果が次の企画（計画、予算、組織）や実施に反映されることにより良循

環が可能となる。 

    

◆行政評価システム全体図（マネジメントシステム全体図） 

 

 

 

基本構想     施策・事業計画        事業活動   年度または目標年度

基本計画 

 

   
                                

                               

 

 

                    
           

         

 

 
             途中評価 

（行政改革大綱など） 

 

 

 

企画（ＰＬＡＮ）  実施（ＤＯ） 評価（ＣＨＥＣＫ） 

 

まちづくりの

ビジョン 

 

自 治 体 

ビ ジ ョ ン 

実施計画 

 

 

 

こ 

 

政策、施策の

中期目標 

事業の目的、

目標設定計画

の施策 

 
計 画 

の 実 施 

 
結果 

把握 

 
事後 

評価 

 

優先順位付け 

予算と人の 

割り当て 

 

予算と 

人の活用、 

目標達 成 

評価結果を企画と実施に反映 

受 益 者 

利害関係者 
首長、議会 

執行部 

住民自治の 

主役 

事前評価 

意思決定 

事前評価 

意思決定 

事前評価 

意思決定 

途中 

評価 

＋ ＋ 

    改革改善（ＡＣＴＩＯＮ） 
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２ 基本方針 

「事務事業評価」、「施策評価」、「政策評価」を実施し、予算編成の方向性を示す。 

  

(１)事務事業評価に関すること 

 ■事務事業評価 

一部の事務事業を除き、実施した事務事業のうち、総合計画の各施策に位置付けられ

た事務事業、総合戦略に位置付けられた事務事業について評価を行う。 

①重点評価（重点プロジェクトの重点取組事業） 

・１次評価…事務事業担当者が作成する評価シートに基づき担当課長が評価 

・部内２次評価…担当課長が作成する評価シートに基づき担当部長が評価 

②簡易評価（総合計画、総合戦略に位置付けられた上記①以外の事業） 

・１次評価…事務事業担当者が作成する評価シートに基づき担当課長が評価 

 

(２)施策評価に関すること 

■施策成果の現状値把握 

市民意向調査（１８歳以上の市民３，０００人無作為抽出）を実施し、施策の成果指 

標を把握する。（総合政策課が実施） 

 

■施策評価 

全３７施策について、成果水準や成果実績等を検証し前年度の振り返りを行う。 

対象者…各部長及び主管課長 

 

(３)政策評価に関すること 

■施策評価結果報告会 

 施策主管課長から総合計画等推進委員に対し施策評価結果を報告し、各施策の現状や

問題点等について全庁的に共通認識を図る。 

対象者…総合計画等推進委員及び施策主幹課長 

 

■政策評価 

施策評価結果を踏まえ、「選ばれる都市（まち）もおか」を実現するための、リーデ

ィングプロジェクト（先導的、戦略的、横断的な取組）として重点的に取組む重点プロ

ジェクト（重点取組）について検討する。 

対象者…総合計画等推進委員 

 

（４）評価結果の公表 

  事務事業評価結果及び施策評価結果等を市ホームページで公表する。 
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３ 進め方とスケジュール 

 

 【事務事業評価】 

期 日 会議名等 対 象 評価体制 内    容 

４月中旬まで 
事務事業 
１次評価 

一部の事務事業 担当課 
各課において一部の事務事
業の１次評価を行う。 

４月中旬まで 
事務事業 
２次評価 

一部の事務事業 
各部長 

 
担当課 

各部において一部の事務事
業の２次評価を行う。 

  

【施策評価】 

期 日 会議名等 対 象 評価体制 内    容 

５月中旬まで 施策評価 全施策 
各部長及び主

管課長 

３７施策について、成果水準や成

果実績等を検証し前年度の振り

返りを行う。 

 

【政策評価】 

期 日 会議名等 対 象 評価体制 内    容 

６月初旬 

施策評価結

果報告会 

 

総合計画等

推進委員会 

全施策 
総合計画等推

進委員 

主管課長が、施策評価結果を総合

計画等推進委員に報告し、現状や

問題点を全庁的に共通認識する。 

施策評価結果を基に、「選ばれる

都市（まち）もおか」を実現する

ための、リーディングプロジェク

ト（先導的、戦略的、横断的な取

組）として重点的に取組む重点プ

ロジェクト（重点取組）について

検討する。 

 


